【実践報告】通常学級における「読む」「書く」「聞く」に配慮を要する児童への校内支援の充実を図る : アセスメントシートの活用と認知機能へのアプローチを通して by 船津, 智弘 & 佐賀大学学校教育学研究科



















































































このトレーニングは，1 日 5～10 分程度の時間で取り組め，個別はもちろん，学級全体でも取り組む
ことができる。眼に障害はないが，視覚機能が正常に働かず，板書や読書，球技が苦手であったりす
















































調査時期 2018 年 12 月 















































ア.計画を立ててとっている             2 人 0 人 1 人 
イ.時々とっている                 4 人 1 人 1 人 
ウ.とりたいが時間がない              0 人 4 人 0 人 









Table 3. 個別指導のタイミング，内容に対する回答結果 





































調査時期 2019 年 5 月 




に関する調査結果について（文部科学省，2012）」の質問項目と LDI-R（Learning Disabilities Inventory












調査時期 2019 年 3 月，2019 年 7 月 
対象者 2019 年 3 月に 1 年生 51 名（男児 23 名，女児 28 名），2 年生 44 名（男児 22 名，女児 22
名），3 年生 58 名（男児 24 名女児 34 名），4 年生 53 名（男児 27 名女児 26 名），5 年生 53 名（男児 26
名，女児 27 名）6 年生 61 名（児童 25 名女児 36 名）に調査を行った。また，今年度入学してきた 1











「特殊音節を書こう」（1～3 年生のみ）特殊音節が含まれる単語を聞き，正しく記述する力を調べる。  
ウ）「見た数を答えよう」（視覚的な記憶） 
 見た内容を少しの間記憶しておく力を調べる。        
エ）「説明を聞いて答えよう」（聴覚的な記憶） 
 聞いた内容を記憶して，必要な情報を取り出す力を調べる。 
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オ）「何の絵でしょう」（他者理解・状況理解） 
（絵に描かれた）場の状況を理解する力を調べる。       
カ）「形を写そう」（図形の認知）      
 図形を見て，その構成を理解し，描き写す力を調べる。（1～3 年は平面，4～6 年は立体） 
キ）「ひらがなを見つけよう」（注意・集中）                
 注意を持続し，必要とされる情報を選択する力を調べる。 
ク）「聞いた数を答えよう」（聴覚的な記憶） 















研修時期 2019 年 4 月 
対象者 実践校教員 23 名（男性 5 名，女性 18 名） 






調査時期 2019 年 7 月 






















研修時期 2019 年 7 月 
















調査時期 2019 年 12 月 



































研修時期 2019 年 4 月 







グトレみる・きく・想像するための認知機能強化トレーニング」「1 日 5 分！教室で使えるコグトレ困












調査時期 2019 年 7 月 


































研修時期 2019 年 7 月 
対象者 実践校教員 17 名（男性 1 名，女性 16 名） 
研修内容 「校内の実態に基づいた支援方法について」をテーマに研修を行った。ビジョントレー 
ニングやコグトレの活用については，実際に様々なビジョントレーニングやコグトレを行い，体験す












































えるように，10 回分程度を人数分筆者が印刷してファイルにし，各学級担任に 2 冊ずつ配布した。 
 
④ビジョントレーニング及びコグトレの利活用に関するアンケート（12月） 
調査時期 2019 年 12 月 


































①認知機能トレーニングの取り組み（1 学期）  
実施期間 2019 年 4 月～6 月 
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は，4 年生の朝の時間に週に 2 回程度入り，4 年 A 組には，筆者がアセスメント結果から弱いと感じ
た「聴覚性の短期記憶」最初でポン「視覚性の短期記憶」「眼球運動」「視空間認知」へのアプローチ























実施期間 2019 年 10 月～11 月 
対象者  全学年児童 295 名（男児 135 名，女児 160 名） 
結果と考察 
【通常学級における認知機能トレーニング】 
 夏季研修を受けて，全学年に認知機能トレーニングを行うようにした。9 月は運動会の練習で，12 月







効果検証のため 12 月上旬に，昨年度 3 月に行った岡山県総合教育センタ （ー2017）が開発したアセ
スメントを行った。ただし，1 年生と 2 年の 1 学級では検証期間などの問題からアセスメントは行わ
なかった。 
アセスメントの結果を基に，トレーニングの効果があったかを検討するため，アセスメントの各得
点を従属変数，時期（1 回目（昨年度 3 月），2 回目（今年度 12 月））を独立変数とする対応のある t 検
定を行なった。平均，標準偏差及び t 検定の結果を Table 4 に示す。 
 
Table 4. 通常学級の児童における，アセスメントの各得点の平均，標準偏差および t 検定結果 
 
















































































特別支援学級の児童については，1 学期同様に取り組みを行った。2 学期は，12 時間行うことがで
きた。効果検証のため 12 月上旬に，昨年度 3 月に行った岡山県総合教育センター（2013）が開発した
アセスメントを行った。アセスメントの結果を基に，トレーニングの効果があったかを検討するため，
アセスメントの各得点を従属変数，時期（1 回目（昨年度 3 月），2 回目（今年度 12 月））を独立変数
とする対応のある t 検定を行なった。平均，標準偏差及び t 検定の結果を Table 5 に示す。 
 
Table 5. 特別支援学級の児童における，アセスメントの各得点の平均，標準偏差および t 検定結果 
 



























































グは，訓練を始めてから 1 カ月から 3 カ月で，見え方に改善のきざしが現れることが多く，4 カ月か
ら 6 カ月取り組み続けると，視覚が適切に働きはじめるということが言われている。特別支援学級の












































得意とする人数が増えていること，そして，毎週 1 日 45 分間取り組みを行った特別支援学級の児童
においても，力を入れて取り組んだ眼球運動や視空間認知における効果があった。北出（2011）によ
ると，ビジョントレーニングは，訓練を始めてから 1 カ月から 3 カ月で，見え方に改善のきざしが現










































鹿児島県総合教育センター指導資料 特別支援教育第 194 号 
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/research/result/siryou/hyoudai/tokubetusienn/pdf/tokushi194.pdf（2019
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